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学校
番号

36 課程 科

学年

家庭・地域
との連携

・地域をフィールドとした協働的・探究的な学びを通して、地域の課題や特性を理解するとともに、
地域の発展に貢献できる態度を育成する。
・家庭との連携を強化するために、PTA諸行事や学校行事の充実を図るとともに、行事等を通じて生徒
の自己肯定感・自己有用感を高める。

商業分野に係る基礎的な知識・技能の習得に
努めるとともに、職業人として主体的・能動
的に経済社会に貢献する姿勢と態度を育成す
る。

情報 情報処理で代替

総合的な
探究の時間

地域や身近な人々の課題に目を向け探究する
活動を通して、多角的な視点で考える力や協
働する姿勢を育成する。（課題研究を含む）

家族や家庭の重要性を認識するとともに自己
実現を図るためのスキルと意欲を高める態度
を育成する。

３年

・挨拶・身だし
なみに気を付け
るともに、授業
と清掃をしっか
りと行う。
・日々の学校生
活で他者に配慮
した振る舞いが
できるように努
め、学年や全校
集会等、場をわ
きまえたメリハ
リのある態度を
身につける。
・個々の進路意
識の向上に努
め、進路実現に
向けて努力す

・商業・ビジネ
スに関する高度
な専門的知識・
技能を習得す
る。
・地域に貢献す
るとともに、自
らを成長させる
ことのできる力
を養う。
・自分のライフ
プランについて
考える。

社会の一員とし
ての自覚を持つ
とともに、自分
の言動等にも責
任を持ち、社会
を創造する力の
育成を図る。
◯文化祭
◯スマイル小商
店街
◯合唱コンクー
ル

・生徒会活動等
を通じて、協調
性・自主自立
性、企画運営力
を高めるととも
に他者と協働し
て問題解決を図
るための資質・
能力を育成す
る。
◯生徒会の運営
◯文化祭の企
画・運営
◯クラスマッチ
の企画・運営

商業

・時間を意識し
て行動し、挨
拶、身だしな
み、人の話を聴
く真摯な態度な
どTPOをわきま
え、周りの人へ
の配慮を示すこ
とを重視する。
・周りの人の人
権を尊重し、い
じめや暴力もな
く安心して過ご
せ、自己成長を
遂げられるよう

・普通教科にお
ける学力の向上
と専門科目にお
ける知識・理
解・技能の向上
を図る。
・現在の社会や
経済の仕組みに
ついての理解を
深め、自分の生
き方について考
える。
・地域との交流
を通じて、課題
対応能力・実践

・自他の考えの
違いを知り、他
者理解に努める
とともに、より
良い集団作りの
ために自ら考
え、自ら行動す
る力を身につけ
る。
◯文化祭
◯スマイル小商
店街
〇修学旅行
◯合唱コンクー
ル

・委員会活動を
基本に据えた生
徒会活動の活性
化を図るととも
に、主体的に考
え、行動できる
力を身につけ
る。
◯部活動
◯文化祭
◯クラスマッチ
◯合唱コンクー
ル

家庭

心身の健康保持の重要性を認識し、併せて
ルールやマナーを順守し、互いに他者を尊重
する態度を育成する。

芸術
様々な作品を演奏、鑑賞することで、豊かな
感性を身につけるとともに、自己表現できる
能力を高める。

外国語

多様な言語活動を通じて、自分の生き方や社
会の在り方について考えるとともに他者を思
いやる心、他者と共生することのできる力を
培う。

地理歴史 我が国の歴史的経過と文化についての理解を
深め、自国及び他国を尊重する精神を培う。

公民
国際社会の諸問題に対して、自ら解決を図ろ
うとする態度を育てる。また、平和で民主的
な社会の形成者として必要な資質を養う。

・時間を守って
行動し、人の話
をしっかり聞い
て理解できるよ
うにする。
・挨拶、言葉遣
い身だしなみに
気を付ける。授
業と清掃を大切
にする。
・集団の中での
自分の役割を判
断して行動でき
るようにする。

・基本的な生活
習慣やマナーを
身につける。
・基礎学力を定
着させ、学習習
慣を確立する。
・自分の生き方
を問いかけ、自
分で判断してい
くことによっ
て、良好な人間
関係を作り上げ
る。

・生徒集団での
自主的・自治的
な活動を通じ
て、人権尊重の
精神や道徳性を
身につける。ま
た、いじめのな
い、良好な人間
関係が築けるよ
うに努める。
◯文化祭
◯スマイル小商
店街
◯合唱コンクー

・生徒による自
主的・自立的な
活動を通じて、
学校生活の充実
や向上を図ろう
とする態度を育
てる。
◯部活動
◯文化祭
◯クラスマッチ
◯合唱コンクー
ル

国語

理科

実験・自然現象の観察や人間生活と自然現象
の関わり合いを学習することを通して、人間
と自然との望ましい関わりを知るとともに自
他の生命を尊重する態度を養う。

２年

教育活動を通して、個人の尊厳と協調の精神を体得させ、民
主的な国家社会の形成者たる資質を培うとともに、専門教育
により広く国民経済における商業諸活動の担い手としての有
為な人材を育成する。

・社会的弱者とされる障害を持つ方や高齢者、女性、ま
た同和地区出身者や外国由来の方など様々な立場の人々
のおかれた状況や想い、生活課題などを知ることを通し
て自立した人間として他者とよりよく共生できる感性と
態度を育成する。
・修学旅行などの行事を通じて、被災された方々の労苦
に想いを馳せると共に、防災・減災に対して学びを深
め、地域社会の担い手としての意識を高める。また授業
やその他の行事を通して、戦争の悲惨さを知ると共に平
和の大切さを学び、主体的に平和を構築できる意欲と態
度を育成する。
・生命の大切さや人間としての尊厳を意識させ、あらゆ
る差別やいじめ、不正を排し、自他を尊重できる実践的
な態度を育成する。

重点目標

・基本的生活習慣の確立および、挨拶・身だしなみの徹底を図る。
・自ら問いを立て、その解決に向けて主体的・協働的に取り組む力を育成す
る。
・地域社会との連携や協働による活動を通し、探究的な学びを推進する。
・生徒一人ひとりの人権を尊重し、いじめ・体罰等のない安心・安全な学校を
つくる。
・学習活動や様々な行事等へのICTの積極的活用、及び知見の共有を推進す
る。

目標 キャリア教育 ホームルーム活動 生徒会活動・部活動等 各教科

外国の言語と文化の理解を深め、多様な価値
観を認める態度を養うことで、国際感覚や自
己の考えを他者に伝える能力を身につける。

保健体育

数学

基礎・基本的な学力を身につけさせるととも
に、数学的なものの考え方を養い、数学的根
拠に基づいて物事を判断する態度を育成す
る。

１年

学校教育目標 道徳教育の重点目標

令和７年度　道徳教育　全体計画

小諸商業 高等学校 全 商業


